
準備1：本機とディスプレイをつなぐ�

1ビットネットワークミュージックシステム�
SD-AN1

接続／設定ガイド�

ここでは、本機およびディスプレイの接続／設置と、インターネットへの�
接続／設定を説明しています。�
本機をとにかく使ってみたいときは、まずこの接続／設定などを行ってく�
ださい。本機の基本的な機能が使える状態になります。詳しくは別冊の取�
扱説明書をご覧ください。�

付属の取扱説明書「準備1：本機をつなぐ」もあわせてご覧ください。他の機器の接続�
についても取扱説明書をご覧ください。�

ご注意�  
イラストに描かれている各コードの長さは、実物とは異なります。�
本機の電源を切った状態でつないでください。�

この印刷物は、エコマーク認定の再生紙を使用しています。� TINSJA051AFZZ
04D 0.3 YM YT  1

形 

名�

スピーカーをつなぐ。�

ディスプレイをつなぐ。�

FMワイヤーアン�

テナをつないで、�

水平に張る。�

AMループアンテナをつなぐ。�

電源コードをつなぐ。�
自動的に本機の電源が入り、本機の初期設定が始まります。�
完了するまでしばらくお待ちください。�
初期設定が完了すると自動的に本機の電源が切れます。�

本体後面�スピーカー後面�

本機のモニター出力のビデオ端子と�
ディスプレイの映像入力端子を、�
本機に付属のビデオ接続コードで�
つなぎます。�
S映像コード（市販品）を使うと、�
よりきれいな映像が楽しめます。�
モニター出力のビデオ端子のかわり�
にSビデオ端子につなぎます。�
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白いコード A をGNDマークのある端子�
に、赤いコード B をもう一方の端子に�
接続してください。�

A

B



準備2：インターネット回線を選んでつなぐ�
本機の回線をつなぐ前に、ADSLやケーブルテレビインターネット、FTTHのサービスを提供するプロバイダ�
との契約が必要です。下記にしたがって、必要な機器と接続図を選び、つないでください。�

必要な機器�
ONU（回線終端装置）（※1）�
ブロードバンドルータ�

ルータ機能のあるADSLモデムの場合�
（ADSLモデムに本機をつなぐポートが残っているとき）�

ルータ機能のあるADSLモデムの場合�
（�ADSLモデムに本機をつなぐポートが足りないとき）�

ルータ機能のないADSLモデムの場合�
（ブロードバンドルータに本機をつなぐポートが残っているとき）�

ルータ機能のないADSLモデムの場合�
（ブロードバンドルータに本機をつなぐポートが足りないとき）�

＊�マンションタイプの場合は、共有スペースに設置されることが�
あります。その場合は必要ありません。�

ご注意�

パソコン�

ケーブル�
テレビの�
端子�

ケーブルモデム�
ブロードバンドルータ�

同軸ケーブル�
（市販品）�

ネットワーク�
ケーブル�（市販品）�

イーサネットケーブル�（付属）�

ネットワーク端子へ� 本機後面�

パソコン�

ブロードバンドルータ�ONU（回線終端装置）�

ネットワークケーブル�（別売り）�
ファイバーケーブル�

インター�
ネット網�

イーサネットケーブル�（付属）�

本機後面�ネットワーク端子へ�

壁の電話�
コンセント� スプリッター�

ADSLモデム�

テレホンコード�
（市販品）�

イーサネット�
ケーブル�（付属）�

本機後面�ネットワーク端子へ�

電話機�

テレホン�
コード�
（市販品）�

パソコン�パソコン�

本機後面�ネットワーク端子へ�

テレホン�
コード�
（市販品）�

テレホン�
コード�
（市販品）�

ネットワークケーブル�
（市販品）�

ネットワークケーブル�
（市販品）�

ADSLモデム�

ブロードバンドルータ�

ハブ�＊�

イーサネットケーブル�（付属）�

壁の電話�
コンセント�

電話機�

スプリッター�

スプリッター�ADSLモデム� ハブ�

テレホン�
コード�
（市販品）�

テレホン�
コード�
（市販品）�

イーサネットケーブル�（付属）�

ネットワークケーブル�（市販品）�

本機後面�ネットワーク端子へ�

壁の電話�
コンセント�

パソコン�

電話機�

スプリッター�ADSLモデム�
ブロードバンドルータ�

本機後面�ネットワーク端子へ�

ネットワークケーブル�
（市販品）�

テレホン�
コード�
（市販品）�

テレホン�
コード�
（市販品）�

電話機�

イーサネット�
ケーブル�（付属）�

壁の電話�
コンセント�

ケーブルテレビインターネットの場合� FTTHの場合�

接続図�

使うインターネット回線の種類（使用回線）は？�

プロバイダ契約をしていますか？�

お使いのADSLモデムに�
ルータ機能はありますか？�

ポートは複数ありますか�
（本機を接続するポートは残っていますか）？�

必要な機器�
お使いのADSLモデム（※1）�

お使いのスプリッター（※1）�

ブロードバンドルータ�

ハブ�＊�
＊�本機を接続するポートが足り�
ない場合�

接続図�

必要な機器�

ルータ機能付ADSLモデム�

スプリッター�

接続図�

接続図�

新しくプロバイダ契約をする�
（本機のみを接続する場合）�

レンタル、または購入するADSLモデムは�
ルータ機能のあるタイプを選択してください。�

必要な機器�
お使いのADSLモデム(※1)

お使いのスプリッター(※1)

必要な機器�
お使いのADSLモデム(※1)

お使いのスプリッター(※1)

ハブ�

接続図�

いいえ�

ADSL

FTTH
（光ファイバー）�

＊�

＊�

マンションタイプの場合は共有ス�
ペースに設置されることがありま�
す。その場合は必要ありません。�

接続図�

必要な機器�
お使いのケーブルモデム（※1）�

ブロードバンドルータ�
接続図�

既にプロバイダ契約をしている�
（本機を含め複数の端末を接続する場合）�

ケーブルテレビ�
インターネット�
（ケーブルテレビ）�

ある�

ご注意�
ADSLモデムにルータ－機能が�
ない場合は、ブロードバンド�
ルータ（※2）が必要です。�

※2 購入するブロードバンドルータはモデムに対応したタイプを選択�
　   してください。�

※1 すでにお使いの機器�

ただし、複数の機器を接続して�
ポートが足りない場合は、ハブ�
が必要です。�

ない�

はい�
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D C 接続図�B

B

A B

F

E

A B

C D

F

パソコン�パソコン�

パソコン�

お使いになる地域やADSLモデムの機種によっては、正しく動作�
しないことがあります。�
正しく動作しない場合は、ブロードバンドルータが必要になるこ�
とがあります。�

＊�



お使いのルータの設定状況に合わせた値（英数字）を入�
力します。プロバイダによって入力が必要な項目が異な�
ります。詳しくは、裏面の「ネットワーク設定チェック�
シート」、またはご利用のプロバイダからの資料などを�
ご覧ください。�

1 ディスプレイを接続し、本機の電源を入れる。�

2 設定メニューボタンを押し、　/　で［ネット�
ワーク設定］を選び、決定ボタンを押す。�

「ネットワーク設定を確認中です」というメッセージ�
が表示されたあと、ネットワーク設定画面が表示さ�
れ、正しく設定されている項目の先頭に　　マークが�
付きます。�

以降、　　マークの項目を設定します。�

インターネット設定をする�

3 　/　で［インターネット設定］を選び、決定ボ�
タンを押す。�

［イーサネット速度］が［自動］になっている�

か確認する。�
ルータやハブとうまく接続できない場合は�

　/　で［イーサネット速度］を選び、決定ボタンを�
押したあと、　/　で［100Mbps］または�
［10Mbps］を選び、決定ボタンを押す。�

［DHCP］が［全て自動設定］になっているか�

確認する。�
DHCPの設定を手動で行うには�
1　/　で［  DNSのみ手動設定］または［全て手動設�
定］を選び、決定ボタンを押す。�

2　/　で項目［DNSのみ手動設定］を選んだときは�
裏面の「ネットワーク設定チェックシート」の⑥～�
⑦、［全て手動設定］を選んだときは裏面の「ネッ�
トワーク設定チェックシート」の③～⑦）を選び、�
決定ボタンを押す。�

3　/　でカーソルを合わせ、　/　で数値を選�
び、決定ボタンを押す。�

4 　/　で［設定反映］を選び、決定ボタンを押す。�
設定の反映が行われます。�

5 　/　で［  閉じる］を選び、決定ボタンを押す。�

メール設定をする�

6 　/　で［ メール設定］を選び、決定ボタンを押す。�

7 　/　で設定項目を選び、決定ボタンを押す。�
文字入力画面が表示されます。［受信メールをサーバ�
に残す／残さない］を選んだときは、プルダウンメ�
ニューが表示されます。�

8 文字を入力し、決定ボタンを押す。�

［受信メールをサーバに残す／残さない］を選んだ�
ときは、　/　で項目を選び、決定ボタンを押す。�
手順8から9をくり返し、各設定項目（裏面の�
「ネットワーク設定チェックシート」⑧～⑮）を�
設定する。�

9 　/　/　/　で［閉じる］を選び、決定ボタン�
を押す。�

「設定は次のメールの起動後に有効になります。」が�
表示されます。�

10 決定ボタンを押す。�

ブラウザ設定をする�

11 　/　で［ブラウザ設定］を選び、決定ボタンを�
押す。�

12 ［インターネットへ］が［直接接続］になってい�
るか確認する。�

ブラウザをプロキシサーバ経由で接続するには�

1 決定ボタンを押し、　/　で［プロキシ経由で接�
続］を選び、もう一度決定ボタンを押す。�

2 　/　で項目（裏面の「ネットワーク設定チェック�
シート」⑰～⑱）を選び、決定ボタンを押す。�

3 文字を入力し、決定ボタンを押す。�

13 　/　/　/　で［閉じる］を選び、決定ボタン�
を押す。�

「設定は次のブラウザの起動後に有効になります。」�
が表示されます。�

14 決定ボタンを押す。�

ネットワーク状態確認をする�

15 　/　で［ネットワーク状態確認］を選び、決定�
ボタンを押す。�

16 　/　で［試行］を選び、決定ボタンを押す。�
ネットワーク状態の確認が始まります。�
確認が終わると［OK］または［NG］が表示されます。�
すべて［OK］が表示されたら：手順19へ�
［NG］が表示されたら：手順17へ�

17 　/　/　で［NG］－［詳細］を選び、決定ボタ�
ンを押す。�

18 画面の指示にしたがって接続や設定をやり直�
し、すべて［OK］と表示されるまで、手順16�
から18をくり返す。�

19 　/　/　/　で［閉じる］を選び、決定ボタン�
を押したあと、もう一度   /   で［閉じる］を選�
び、決定ボタンを押す。または、戻るボタンを�
押す。�

途中でやめる�
　/　/　/　で［閉じる］を選び、決定ボタンを押す。�
または、戻るボタンを押す。�

ネットワーク状態確認を途中でやめる�

設定を変更前の状態に戻す�

インターネット設定、メール設定、ブラウザ設定の途中で�
　/　/　/　を押して［元に戻す］を選び、決定ボタンを�
押す。�

準備3：インターネット回線を設定する�

　/　/　/　�
／決定ボタン�

設定メニューボタン�

戻るボタン�

　/　/　/　で［中止］を選び、決定ボタンを押す。�

�



文字入力のしかた�
本機のリモコンで文字入力できます。詳しくは取扱説明書（　　P.33)をご覧ください。�

文字切換ボタン�
入力する文字の種類を次のように切り換えます。�
［漢字］→［全カナ］→［全英］→［全数］→�
［半カナ］→［半英］→［半数］�

文字変換ボタン�
漢字に変換します（「ひらがな」、「カタカナ」入力�
時のみ）。変換する範囲を変えたいときは、文字変換�
ボタンを押したあと、　/　ボタンで変換する範囲を�
決めて文字変換ボタンを押します。�

　/　ボタン�
カーソルを移動します。�

　/　ボタン�
予測／フレーズ／漢字などの候補を切り換えます。�

決定ボタン�
入力した文字、または変換した文字を確定します。�

クリアボタン�
文字を消します。1文字を消すには、消したい文字にカーソルを置き、クリアボタンを�
押します。�
カーソルより後ろの文字をすべて消すには、消したい文字列の先頭にカーソルを置き、�
クリアボタンを長く押します。�
すべての文字を消すには、消したい文字列の先頭または最後にカーソルを置き、�
クリアボタンを長く押します。�

改行（12）ボタン�
確定した文字の右側にカーソルを置いて改行します。�

戻るボタン�
文字入力を途中でやめます。�

インターネット回線を設定するときにご覧ください�

ネットワーク設定チェックシート�

ご契約されているプロバイダの設定に関する資料から、必要な設定項目（下表「インターネット設定項目」）を「お客様の設定値」の欄に�
書き留めておくと便利です。�
「お客様の設定値」に書き込む内容は、お客様の個人情報です。取り扱いには充分ご注意ください。�
このシートは、将来、設定し直さなければならないときなどに活用できますので、大切に保管しておいてください。�

ブラウザ設定項目�

⑯�インターネットへ�

⑰�プロキシサーバ�
（プロキシ経由で接続の場合）�

⑱�ポート�
（プロキシ経由で接続の場合）�

お客様の設定値� 設定の内容�

[直接接続］（推奨）ご契約のプロバイダから指定が�
ある場合［プロキシ経由で接続］�

ご契約のプロバイダの設定項目をご記入ください�

メール設定項目�

⑧�名前（表示名）�

⑨�メールアカウント�

⑩�メールパスワード�

⑪�送信元メールアドレス�

⑫�返信先メールアドレス�

⑬�受信メールサーバ�
（POP3）�

⑭�送信メールサーバ�
（SMTP）�

⑮�受信メールをサーバに残す�

お客様の設定値� 設定値の内容�

お客様のお名前�

ご契約のプロバイダの設定項目をご記入ください�

取り扱いにご注意ください�

説　明�

インターネットへ直接接続するかプロキシ�
を経由するか�

ブラウザの代わりに目的のサーバにアクセ�
スし、ファイヤーウォール（外部からの不�
正進入防護壁）を超えてブラウザにデータ�
を送ってくれる中継サーバ�

コンピュータ上で動いているたくさんのア�
プリケーションの中から通信先のアプリ�
ケーションを特定するために必要な情報�

説　明�

お客様が送るメールの差出人の欄に表示さ�
れる名前�

メールの送信者が利用者本人であることを�
確認する設定値�

メールの送受信者が利用者本人であること�
を確認するためのパスワード�

受取人がメールを開いたときに表示される�
差出人メールアドレス�

受取人がメールを返信するときに表示され�
る返信先メールアドレス�

メール受信用サーバ�

メール送信用サーバ�

受信したメールを他の機器でも受信できる�
ようにするかどうか�

インターネット設定項目�

①�イーサネット速度�

②�DHCP

③�IPアドレス�
（全て手動設定の場合）�

④�サブネットマスク�
（全て手動設定の場合）�

⑤�デフォルトゲートウェイ�
（全て手動設定の場合）�

⑥�DNS1
（全て手動設定または�
DNSのみ手動設定の場合）�

⑦�DNS2
（全て手動設定または�
DNSのみ手動設定の場合）�

［自動］（推奨）ルータやハブとうまく接続できない�
（本機裏のイーサネットケーブル端子LEDが点灯/�
点滅しない）場合、［100Mbps］ または［10Mbps］�

［全て自動設定］（推奨）全て自動設定で3～7が�
正常に割り当てられない場合、［DNSのみ手動設定］�
または［全て手動設定］�

ご契約のプロバイダの設定項目をご記入ください�
（プロバイダによってはこの設定項目が記載�
されていないことがあります）�

ご契約のプロバイダの設定項目をご記入ください�

本機とルータ間で送受信するデータの速度�

インターネット接続に必要な設定値を本機�
に自動的に割り当てるためのしくみ�

インターネットに接続するコンピュータに�
割り当てられる固有番号�

ネットワークを区切るためにコンピュータ�
に割り当てるIPアドレスの範囲を限定する�
しくみ�

所属するネットワークの外のコンピュータ�
へアクセスする際に使用する「出入り口」�
の代表となるコンピュータやルータ機器�

ドメイン名をIPアドレスに置き換える機能�
を持つサーバのIPアドレス（優先度高)

ドメイン名をIPアドレスに置き換える機能�
を持つサーバのIPアドレス（優先度低)

お客様の設定値�説　明� 設定値の内容�

2003年5月現在�

[残さない］（推奨）�
ほかの機器でも同じメールを受信したい場合�
[残す］�

1

2

アルファベット／数字／ひらがなボタン�
入力したい文字があるボタン（ABC、DEFまたは、�
あ（行）、か（行）など）をくり返し押して入力し�
ます。数字は、入力したい数字があるボタンを押し�
て入力します。�
濁点または半濁点は、つけたい文字を入力したあと�
に11ボタンを押します。�
押すたびに次のように切り換わります。�
通常文字→濁点文字→半濁点文字�

3

4

5

6

7

7

4

3

1

2
5
6


	接続/設定ガイド
	準備1：本機とディスプレイをつなぐ
	準備2：インターネット回線を選んでつなぐ
	準備3：インターネット回線を設定する


